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研究成果の概要（和文）：近年、様々な機能性微粒子の分散・安定化は産業分野および生活関連分野において必
要不可欠であり、その手法についても活発に研究されている。特に無機ナノ粒子の高分散と高安定化のために、
ビーズミルの使用や、カップリング剤の添加が主に行なわれているが、材料本来の機能性低下と添加剤の残留な
どが問題点として指摘されている。本研究では、フッ素系ガスを用いた精密フッ素化処理技術による酸化チタン
などの無機ナノ粒子の表面改質を行い、水溶液中でのナノ粒子同士の凝集抑制に及ぼす表面フッ素修飾の影響と
そのメカニズムを解明することで、様々な無機ナノ材料の表面電荷を精密に変化できることから、幅広い分野で
の応用が期待できる。

研究成果の概要（英文）：Recently, the dispersion stability and fluidity of various functional 
nano-particles has been attracted and studied in industials and life science field. To improve the 
dispersion stability and fluidity of inorganic nano-particles, the use of ball-mill and surfactants 
were generally carried out until now. But, there are still remained some problems which are 
degradation performance of base materials and residual addition agents. In this study, we tried to 
modify the surface of various inorganic nano-particles such as TiO2, SnO2 and so on using fine 
surface fluorination skills. And we found the dispersion stability and fluidity of various inorganic
 materials by controlling the fluorination conditions with F2 gas. 

研究分野： 固体表面化学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
高い反応性をもつフッ素ガスと様々な無機ナノ粒子との表面反応メカニズムと分散安定性に関する報告例は殆ど
なく、非常に魅力な研究課題の一つである。また、精密フッ素処理法を用いることで、異なる結晶構造、異なる
形状、異なる粒子サイズ、表面上の官能基の有無に関係なく、様々な無機ナノ粒子表面上の表面電荷を変化でき
ることは、本研究の大きな特色・独創的な部分である。精密フッ素修飾技術によって高分散性や高安定性を有す
る様々な機能性ナノ粒子の作製が可能であれば、産業的・学術的にもその波及効果は非常に大きいと考えられ
る。また、前処理過程が必要なく、大量表面処理が可能となるので、新たな表面処理方法として期待できる。












